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求め られ る。本研究ではAu-Pd-Pt合金製 のア
バ ットメン トベース部材に数種の貴金属合金 を鋳
接 したときの接合界面の状態を検討 し,さ らにそ
れ らの合金の腐食挙動について検討 した。
【材料と方法】




台歯形態 に形成 した。 このワックスパ ターンに5
種類の貴金属合金 を鋳接 し,実験に供 した。鋳接







アノー ド分極曲線測定 および浸漬試験 に供 した。
浸漬試験に用いた溶液 は,0.1%硫化ナ トリウム
水溶液 と希 ヨー ドチ ンキを100倍に希釈 したもの
とし,37℃で3日 間浸漬 を行った。
【結果および考察】 ビッカース硬 さは境界面で
ベース部 とアバ ットメン ト部の中間の値 を示 した。




明 らか となった。また,Agの濃度 が38.5%と最
も高い合金 は硫化ナ トリウム水溶液に浸漬するこ
とで一部が黒 く変色 した。 これは硫化銀が生成 し
ていると考 えられ る。希 ヨー ドチンキはAg濃度
の高い合金 を黒 く変色 させ,Au濃度の高い合金
の表面を粗造 にしたが,Pd濃度が高い金合金は
光沢が保たれた。これはヨウ素により,ヨ ウ化銀
が生成 され,ま たAuは 溶解 したためと推察 され
る。Pdの含有 によ り,ヨ ウ素からの影響 は小 さ
くすることができると推察 され る。
